
1

脱炭素社会の実現に向けた

大田区の取組

～水素エネルギーの利活用～



大田区の計画等における水素の位置付け
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２０２２年３月「大田区環境アクションプラン」を策定
➣「２０５０年度までの脱炭素社会の実現」を長期目標に掲げる

さらに、気候変動緩和策を推進する取組を強化するため「大田区脱炭素戦略」を策定
   ➣水素エネルギーへの転換、車両への活用が普及している将来像を描く

大田区ホームページより抜粋



大田区の計画等における水素の位置付け
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２０２２年３月に策定した「空港臨海部グランドビジョン２０４０」に

おいて、水素を重要な次世代エネルギーの一つとして位置付け

• ＦＣＶなどの環境に配慮した

公共交通機関に対応する次世

代エネルギー供給ステーショ

ンの整備など、新たなエネル

ギーインフラの整備及び構築

支援を行う

次世代エネルギーインフラの整備支援

「空港臨海部グランドビジョン２０４０」より抜粋

出典）環境省「脱炭素化に向けた水素サプライチェーン・プラットフォーム」

脱炭素化に向けた水素サプライチェーン



東京国際空港及びその周辺地域における
ＣＯ２フリー水素利活用モデル調査

（NEDO事業）
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羽田空港及び周辺地域における

ＣＯ２フリー水素利活用モデルのイメージ

凡例水素

※ＧＳＥ車両：航空機地上支援車両 

特別区における水素を中心とした
クリーンエネルギー利活用推進研究

 （特別区長会調査研究機構） 

※航空機・電力部門は特別区の管轄ではないため分けて記載している

特別区内における水素需要ポテンシャル調査結果
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